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タ
イ
ト
ル
：『
汐
製
菓

会
社
の
新

作

5
0

 

羊

羹

5

』 
シ
ー
ン1
：
発

端 

（
オ
フ
ィ
ス
。
汐

が
デ
ス
ク
に
座

り
、
頭

を
抱

え
て
い

る
。
彼

の
前

に
は
数

種

類

の
試

作

羊

羹

が
並

ん
で
い

る
。
塩

田

は
困

っ
た
顔

を
し
て
い
る
） 

汐

：「

つ
ま
ら
ん
、
つ
ま
ら
ん
！

こ
れ
じ
ゃ
、
面

白

い
新

商

品

に
な
ら
ん
！

」 

塩

田

：「

社

長

、
す
で
に5

0

種

類

試

作

し
て
い
ま
す

が…

。
次

は
何

を
お
考

え
で
す
か
？

」 

汐

：「

よ
し
、
杏

仁

豆

腐

味

の
羊

羹

を
作

ろ
う
！

」 

塩

田

（
驚

い
て
）
：「

杏

仁

豆

腐

味…

で
す
か
？

そ

れ
、
羊

羹

と
合

う
ん
で
し
ょ
う
か
？

」 

汐

（
自

信

満

々
で
）
：「

合

う
に
決

ま
っ
て
る
だ
ろ

う
！

だ
っ
て
杏

仁

豆

腐

も
和

ス
イ
ー
ツ
の
仲

間

だ
ろ

う
？

」 
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塩

田

（
小

声

で
）
：「…

中

華

で
す
け
ど
。
」 

汐

（
聞

こ
え
て
な
い
）
：「

和

と
中

華

が
合

わ
さ
る
ん

だ
、
斬

新

じ
ゃ
な
い
か
！

日

本

だ
け
じ
ゃ
な
く
海

外

に
も
ウ
ケ
る
は
ず
だ
！

」 

塩

田

：「…

確

か
に
新

し
い
で
す
け
ど
、
そ
れ
で
本

当

に
大

丈

夫

で
す
か
？

」 

シ
ー
ン2

：
試

作

開

始 

（
キ
ッ
チ
ン
。
汐

は
杏

仁

豆

腐

の
成

分

を
羊

羹

に
練

り
込

む
試

作

を
し
て
い
る
。
塩

田

は
少

し
心

配

そ
う

に
見

守

っ
て
い
る
） 

汐

：「

杏

仁

の
風

味

を
羊

羹

に
ブ
レ
ン
ド
し
て…

う

ん
、
こ
れ
で
完

成

だ
！

」 

塩

田

（
半

信

半

疑

で
）
：「

本

当

に
こ
れ
で
良

い
ん
で

し
ょ
う
か
？

」 
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汐

：「

心

配

す
る
な
！

完

璧

だ
！

次

は
試

食

会

だ
。

全

国

各

地

の
人

々
、
そ
し
て
海

外

の
人

に
も
味

わ
っ

て
も
ら
う
ん
だ
！

」 

塩

田

（
驚

愕

し
て
）
：「

え
っ
！

？

い
き
な
り
そ
こ
ま

で
や
る
ん
で
す
か
！

？

」 

汐

：「

さ
ぁ
、
準

備

だ
！

」 

シ
ー
ン3

：
国

内

試

食

会 

（
試

作

が
完

成

し
、
社

内

試

食

会

が
開

か
れ
る
。
社

員

た
ち
が
新

作
「

杏

仁

豆

腐

味

の
羊

羹

」
を
前

に

座

っ
て
い
る
） 

汐

：「

み
ん
な
、
こ
れ
が
新

し
い『

杏

仁

豆

腐

味

の
羊

羹

』
だ
！

食

べ
て
感

想

を
聞

か
せ
て
く
れ
！

」 

（
社

員

た
ち
は
恐

る
恐

る
羊

羹

を
口

に
運

ぶ
） 

社

員

A

：「

ん…

意

外

と
杏

仁

豆

腐

の
味

が
し
っ
か

り
し
ま
す
ね
。
で
も
、
羊

羹

と
し
て
考

え
る
と
、
少

し

不

思

議

な
感

じ
が…

」 
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社

員

B

：「

こ
れ
、
ど
こ
か
で
食

べ
た
こ
と
が
あ
る
気

が
し
ま
す…

あ
、
杏

仁

豆

腐

だ
！

」 
社

員

C
：「

う
ー
ん…

で
も
、
ち
ょ
っ
と
甘

さ
が
控

え

め
な
方

が
良

い
か
も
。
」 

（
塩

田

が
試

食

者

た
ち
の
反

応

を
不

安

げ
に
見

守

る
） 

塩

田

（
心

の
中

）
：「

や
っ
ぱ
り
無

理

が
あ
っ
た
の
か

も…

」 

汐

：「

よ
し
、
悪

く
な
い
！

次

は
世

界

だ
！

」 

塩

田

（
驚

い
て
）
：「

え
っ
！

？

次

は
も
う
海

外

で
す

か
？

」 

シ
ー
ン4

：
国

際

試

食

会 

（
場

面

転

換

。
汐

製

菓

は
海

外

か
ら
の
試

食

者

を

集

め
た
国

際

試

食

会

を
開

催

。
会

場

は
賑

や
か

で
、
各

国

の
人

々
が
集

ま
っ
て
い
る
） 
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（
参

加

者

た
ち
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
並

ん
だ
「

杏

仁

豆

腐

味

の
羊

羹

」
を
前

に
興

味

津

々
の
様

子

） 
汐

：「

さ
ぁ
、
こ
れ
が
日

本

か
ら
生

ま
れ
た
新

感

覚

羊

羹

、『

杏

仁

豆

腐

味

』
だ
！

ど
う
ぞ
召

し
上

が
っ

て
く
れ
！

」 

（
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
人

グ
ル
ー
プ
） 

ア
メ
リ
カ
人

A

（
羊

羹

を
食

べ
て
驚

い
た
顔

）
：「

オ

ー
マ
イ
ガ
ー
！

こ
れ
、
杏

仁

豆

腐

の
味

が
す
る
け

ど
、
食

感

が
全

然

違

う
！

」 

ア
メ
リ
カ
人

B

：「

デ
ザ
ー
ト
な
の
に
、
し
っ
と
り
し
て

る
け
ど
プ
ル
プ
ル
し
て
な
く
て
、
こ
れ
は…

な
ん

だ
？

」 

汐

（
自

信

た
っ
ぷ
り
に
）
：「

新

し
い
だ
ろ
う
？

」 

ア
メ
リ
カ
人

A

：「

イ
エ
ス
、
ニ
ュ
ー
！…

で
も
、
も
う

少

し
甘

い
方

が
好

き
か
な
。
」 

（
次

に
フ
ラ
ン
ス
人

グ
ル
ー
プ
） 
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フ
ラ
ン
ス
人

A

（
試

し
に
一

口

）
：「

ム
ム
ッ…

こ
れ
は

杏

仁

豆

腐

の
味

だ
が
、
確

か
に
食

感

は
日

本

的

だ

な
。
興

味

深

い
。
」 

フ
ラ
ン
ス
人

B
：「

お
茶

と
一

緒

に
食

べ
る
と…

こ

れ
、
実

は
と
て
も
合

う
か
も
し
れ
な
い
。
」 

（
次

に
中

国

人

グ
ル
ー
プ
） 

中

国

人

A

（
興

味

津

々
で
食

べ
て
）
：「

お
、
杏

仁

豆

腐

の
味

が
す
る
け
ど
、
こ
れ
は…

羊

羹

！

？

す
ご
く

不

思

議

な
感

じ
！

」 

中

国

人

B

：「

う
ん
、
こ
れ
は…

確

か
に
斬

新

だ
ね
。

で
も
、
杏

仁

豆

腐

を
そ
の
ま
ま
食

べ
る
方

が
好

き
か

な
。
」 

（
塩

田

が
少

し
心

配

そ
う
に
見

守

っ
て
い
る
が
、

徐

々
に
試

食

者

た
ち
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
反

応

に
驚

く
） 

塩

田

（
心

の
中

）
：「

も
し
か
し
て
、
い
け
る
か
も

…

？

」 
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シ
ー
ン5

：
結

果

発

表 

（
試

食

会

が
終

わ
り
、
結

果

が
発

表

さ
れ
る
。
参

加

者

た
ち
が
コ
メ
ン
ト
を
述

べ
る
） 

ア
メ
リ
カ
人

A

：「

食

感

が
面

白

い
け
ど
、
ア
メ
リ
カ

で
は
少

し
甘

さ
を
足

し
た
方

が
受

け
入

れ
や
す
い
か

も
。
」 

フ
ラ
ン
ス
人

A

：「

私

は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
好

き
だ
。

特

に
お
茶

と
合

わ
せ
る
と
素

晴

ら
し
い
。
」 

中

国

人

A

：「

面

白

い
組

み
合

わ
せ
だ
ね
。
日

本

と

中

国

の
融

合

を
感

じ
た
。
」 

（
塩

田

は
驚

き
つ
つ
も
、
少

し
安

堵

す
る
） 

塩

田

：「

意

外

と
好

意

的

な
反

応

で
す
ね…

」 

汐

（
笑

顔

で
）
：「

そ
う
だ
ろ
う
！

や
っ
ぱ
り
新

し
い

ア
イ
デ
ア
は
世

界

共

通

な
ん
だ
！

」 

シ
ー
ン6

：
次

な
る
計

画 
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（
数

週

間

後

。
オ
フ
ィ
ス
に
戻

る
と
、
海

外

か
ら
の
注

文

が
増

え
て
お
り
、
商

品

は
徐

々
に
成

功

し
始

め
て

い
る
） 

汐

：「

見

ろ
、
杏

仁

豆

腐

味

の
羊

羹

が
好

評

だ
！

次

は
さ
ら
に
進

化

さ
せ
て
、
パ
ク
チ
ー
味

の
羊

羹

を

作

る
ぞ
！

」 

塩

田

（
驚

愕

し
て
）
：「

パ
、
パ
ク
チ
ー
で
す
か
！

？

そ
れ
は
さ
す
が
に
や
り
す
ぎ
じ
ゃ…

！

」 

汐

（
笑

顔

で
）
：「

や
り
す
ぎ
な
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い

い
ん
だ
よ
！

」 

（
塩

田

は
頭

を
抱

え
つ
つ
、
諦

め
た
よ
う
に
笑

う
） 

塩

田

：「

も
う
ど
う
に
で
も
な
れ…

」 

（2

人

の
笑

い
声

が
響

き
、
幕

が
閉

じ
る
） 

終
わ
り 

 


